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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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SH7080グループ 
I2C2シングルマスタ受信 (I2Cバス EEPROMのリード) 

要旨 
本アプリケーションノートは，I2Cバスインタフェース 2 (I2C2) を使用した I2Cバスインタフェースのシン
グルマスタ受信動作について述べており，ユーザソフトウェア設計の際のご参考として役立てください。 

動作確認デバイス 
SH7085 
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1. 仕様 
1. SH7085の I2Cバスインタフェース 2 (I2C2) モジュールを使用して，2線式シリアル方式 (I2Cバス) の

EEPROM (HN58X2416, 16k bit, 2k word×8bit) から 10バイトのデータを読み出します。 
2. 接続は，SH7085をマスタデバイスとしたシングルマスタ構成とします。 
3. 接続する EEPROMのデバイスコードは，[B'1010] です。 
4. EEPROMからのデータ読み出し開始前に，EEPROMのバス状態を初期化します*。 
5. EEPROMメモリアドレスの H'0000番地から H'0009番地までのデータを読み出します。 
6. 1バイトのデータ受信に続けて，アクノリッジビット (ACK = 0) を出力します。(最終データ受信時 ACK 

= 1を出力) 
7. I2Cバスのデータ転送クロックは，400KHzとします。 
 
図 1に SH7085と EEPROMの接続例を，表 1に SH7085 I2C2の設定を示します。 

表 2に本タスク例で使用する EEPROMのデバイス・アドレス・ワードを示します。 

【注】 * EEPROMからのデータ受信中に通信が中断した等の理由で，EEPROMの SDAバスが出力状態の
ままとなり，マスタデバイスからの受信処理ができないときに，強制的に EEPROMの SDAバス
を入力状態にするために行います。 
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図 1 SH7085と EEPROMの接続例 
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表 1 SH7085 I2C2の設定 

フォーマット内容 設定 
動作モード マスタ受信モード 
転送クロック 400KHz (Pφ = 40MHz) 
データのビット数 9ビット (ACK含む) 
データと ACK間のウェイト 無し 
割り込み 無し 

ACKの送信 
最終データ受信時のみ 1を出力 
連続受信時は 0を出力 

 
表 2 EEPROMのデバイス・アドレス・ワード 

デバイスコード デバイスアドレスコード R/Wコード 
1 0 1 0 a10 a9 a8 R = 1/W = 0 

【注】 a10～a8は，EEPROMのメモリアドレス上位 3ビットとなります。 
 

2. 適用条件 
• マイコン: SH7085 (R5F7085) 
• 動作周波数: 内部クロック 80MHz 

 バスクロック 40MHz 
 周辺クロック 40MHz 
 MTU2クロック 40MHz 
 MTU2Sクロック 80MHz 

• Cコンパイラ: ルネサス テクノロジ製 V.7.1.04 
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3. 使用機能説明 
本タスク例では，I2Cバス (Inter IC Bus) を用いて，EEPROMからデータの読み出しを行います。 

3.1 I2Cバスインタフェース 2 (I2C2) 
Philips社の提唱している I2Cバスインタフェース方式に準拠しており，サブセット機能を備えています。
図 2に I2C2モジュールのブロック図を示します。 

I

I2C

1 ICCR1

I2C

2 ICCR2

I2C

ICMR

SAR

SCL

SDA

I2C

ICDRT

I2C

ICDRS

I2C

ICDRR

I2C

ICSR

I2C

ICIER

 

図 2 I2C2モジュールのブロック図 
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• I2Cバスコントロールレジスタ 1 (ICCR1) は，I2Cバスインタフェース 2の動作設定を行います。 
 
• I2Cバスコントロールレジスタ 2 (ICCR2) は，開始/停止条件の発行，SDA端子の操作，SCL端子のモニ
タ，I2Cのコントロール部のリセットを制御します。 

 
• I2Cバスモードレジスタ (ICMR) は，MSB/LSBファーストの選択，マスタモードウェイトの制御，転送
ビット数の選択を行います。 

 
• I2Cバスインタラプトイネーブルレジスタ (ICIER) は，各種割り込みの許可，アクノリッジの有効/無効
の選択，送信アクノリッジの設定および受信アクノリッジの確認を行います。 

 
• I2Cバスステータスレジスタ (ICSR) は，各種割り込み要求フラグおよびステータスの確認を行います。 
 
• スレーブアドレスレジスタ (SAR) は，フォーマットの選択，スレーブアドレスの設定を行います。 
 
• I2Cバス送信データレジスタ (ICDRT) は，送信データを格納します。 
 
• I2Cバス受信データレジスタ (ICDRR) は，受信データを格納します。 
 
• I2Cバスシフトレジスタ (ICDRS) は，データの送信/受信を行います。CPUからはアクセスできません。 
 



SH7080グループ 
I2C2シングルマスタ受信 (I2Cバス EEPROMのリード) 

RJJ06B0711-0100/Rev.1.00 2005.09 Page 6 of 32 

4. 動作説明 
本タスク例では，EEPROMバス状態の初期化と EEPROMからのデータ読み出しを行います。 

4.1 EEPROMバス状態の初期化 
EEPROMバス状態の初期化とは，EEPROMの SDAバスを強制的に入力状態にする処理です。この初期化
処理は，EEPROMからのデータ受信中に通信が中断した等の理由で，EEPROMの SDAバスが出力状態のま
まとなり，マスタデバイスからの受信処理ができないときに使用します。 

初期化処理は，SCL, SDAバスをポート (汎用入出力) で駆動します。開始条件発行後，ダミーデータ (H'FF) 
を出力し，EEPROMからのアクノリッジ (ACK) 受信して，停止条件を発行します。 

図 3に初期化処理の動作内容を示します。また，図 3の説明として，表 3にソフトウェアおよびハードウェ
ア処理の内容を示します。 

PB2 SCL

PB3 SDA

ACK

H'FF

 

図 3 初期化処理動作 

 
表 3 ソフトウェアおよびハードウェア処理 

 ソフトウェア処理 ハードウェア処理 

処理
① 

• PB2 (SCL), PB3 (SDA) をポート (汎用入出力) 機能に設定 
• PB2, PB3を Highレベル出力に設定 
• PB3を Lowレベル出力に設定し開始条件発行 
• PB2を Lowレベル出力に設定 

― 

処理
② 

• PB2から出力レベルの変更とソフトウェアウェイトタイマによ
り，転送クロックを出力 

• PB3をダミーデータ (H'FF) 送信のため Highレベル出力に固定
― 

処理
③ 

• PB2から転送クロック (アクノリッジ受信用クロック) を出力 
• PB3を入力に設定 
• PB3の端子状態を読み出し 

― 

処理
④ 

• PB2, PB3を Lowレベル出力に設定 
• PB3を Highレベル出力に設定し，停止条件発行 

― 
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4.2 EEPROMからのデータ読み出し 
本タスク例では，Randome Readでアドレス (H'0000) を指定し，Sequential Readでその後 10バイトのデー
タを連続読み出しします。 

図 4に，EEPROMからのデータ読み出し時の通信内容を示します。 

開始条件発行後，R/Wコードを 0 (ライト指定) にして，デバイス・アドレス・ワードを送信します。次に，
EEPROMの読み出し開始アドレスの下位バイトを送信します。 

読み出しを開始するために，開始条件を再発行します。2回目の開始条件発行後，R/Wコードを 1 (リード
指定) にして，デバイス・アドレス・ワードを送信します。その後，EEPROMから I2Cフォーマットにのっ
とってデータが順次出力されます。 

マスタは，データを受信するとアクノリッジビット (ACK) を出力します。EEPROMは，ACK = 0を受信
すると次のデータを出力します。マスタは，最後のデータを受信するときに ACK = 1を出力し，停止条件を
発行します。 

SCL

SDA

ACK

*1

ACK

 *1 3 R/W 0

 *2 3 R/W 1

ACK

*2 1st
2nd

ACK ACK

 

図 4 EEPROMからのデータ読み出し時の通信内容 
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EEPROMからのデータ読み出し開始 (開始条件再発行) 時の動作内容を図 5に，終了時の動作内容を図 6
に示します。また，図 5と図 6の説明として，ソフトウェアおよびハードウェア処理の内容をそれぞれ表 4，
表 5に示します。 

SCL

SDA

TDRE

TEND

RDRF

ICDRS 2

* R/W 1

...

ICDRR

1

*

1

ACK ACK

 

図 5 読み出し開始時の動作内容 
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表 4 ソフトウェアおよびハードウェア処理 

 ソフトウェア処理 ハードウェア処理 
処理
① 

• ICCR2レジスタで BBSY = 1, SCP = 0をセ
ット 

• 開始条件を発行 (2回目) 
• ICSRレジスタの TDREビットを 1にセット

処理
② 

• ICDRTレジスタへデバイス・アドレス・ワ
ードデータをライト (リード指定) 

• ICSRレジスタの TDREビットを 0にクリア
• ICDRTレジスタから ICDRSレジスタへ送信
データを転送し SDA端子から出力 

• ICSRレジスタの TDREビットを 1にセット

処理
③ 

• ICSRレジスタの TEND = 1を確認 
• ICIERレジスタのACKBRビットで受信アク
ノリッジを確認 

• ICSRレジスタのTENDビットを 0にクリア
• ICCR1レジスタの TRSビットを 0にクリア

(マスタ受信モード) 
• ICSRレジスタのTDREビットを 0にクリア
• ICDRRレジスタをダミーリード (受信開始)

• 送信データの最終ビット出力後に ICSRレジ
スタの TENDビットを 1にセット 

• ICDRRレジスタのダミーリードにより受信
用クロックを出力 

処理
④ 

• ICSRレジスタの RDRF = 1を確認 
• ICDRRレジスタをリード 

• 最終ビット受信後にアクノリッジビットを出
力 

• ICDRSレジスタの受信データを ICDRRレジ
スタへ転送 

• ICSRレジスタの RDRFビットを 1にセット
• ICDRRレジスタのリード後に ICSRレジスタ
の RDRFビットを 0にクリア 
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図 6 読み出し終了時の動作内容 

 
表 5 ソフトウェアおよびハードウェア処理 

 ソフトウェア処理 ハードウェア処理 

処理
① 

• ICSRレジスタの RDRF = 1を確認 
• ICIERレジスタの ACKBTビットを 1に 
セット 

• ICCR1レジスタの RCVDビットを 1に 
セット 

• ICDRRレジスタをリード 

• ICDRSレジスタの受信データを ICDRRレジス
タへ転送 

• ICSRレジスタの RDRFビットを 1にセット 
• ICDRRレジスタのリード後に ICSRレジスタの

RDRFビットを 0にクリア 

処理
② 

• ICSRレジスタの RDRF = 1を確認 
• ICSRレジスタの STOPビットを 0に 
クリア 

• ICDRSレジスタの受信データを ICDRRレジス
タへ転送 

• ICSRレジスタの RDRFビットを 1にセット 

処理
③ 

• ICCR2レジスタで BBSY = 0, SCP = 0を
セット 

• ICSRレジスタの STOP = 1を確認 
• ICDRRレジスタをリード (最終データ) 
• ICCR1レジスタの RCVDビットを 0に 
クリア 

• ICCR1レジスタでMST = 0, TRS = 0を 
セット (スレーブ受信モード) 

• 停止条件を発行 
• ICSRレジスタの STOPビットを 1にセット 
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5. ソフトウェア説明 

5.1 モジュール説明 
表 6に本応用例のモジュール説明を示します。 

表 6 モジュール説明 

モジュール名 ラベル名 機能 

メイン関数 main() EEPROMの読み出し開始アドレスの設定とデータ読み出
し関数の呼び出し 

I2C2初期化関数 init_iic() モジュールスタンバイ解除，PFCの設定，I2C2の設定 

データ読み出し関数 read_EEPROM() 開始条件の発行，EEPROMからのデータ読み出し，停止
条件の発行 

EEPROMのアドレス
送信関数 set_addr_EEPROM() 開始条件の発行，スレーブアドレス発行，EEPROMメモ

リアドレス設定 
EEPROMバス状態 
初期化関数 init_EEPROM() 通信エラー等でハングアップした SDAバスを強制的に初

期化 
I2C2リセット関数 reset_iic() I2C2モジュールのリセットと機能停止 
開始条件発行関数 iic_start() ポート処理による開始条件の発行 
出力レベル設定関数 iic_sda_out() バスラインの出力レベルを設定 
送信データ設定関数 iic_set() ポート処理によるクロックおよび送信データの出力 
1バイト送信関数 iic_bytesend() ポート処理による 1バイトデータの送信 

アクノリッジ受信関数 iic_ackck() ポート処理による EEPROMからのアクノリッジ受信 

停止条件発行関数 iic_stop() ポート処理による停止条件の発行 
ソフトウェアウェイト
関数 wait_timer() ソフトウェアカウントによるウェイトタイマ 
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5.2 使用変数 
表 7に本応用例で使用する変数の説明をします。 

表 7 使用変数説明 

変数，ラベル名 機能 使用モジュール 
read_data [0:9] 読み出しデータ格納用配列 メイン関数 
address EEPROM読み出し開始アドレス メイン関数 

addr EEPROM読み出し開始アドレスのコピー データ読み出し関数 
EEPROMのアドレス送信関数

*r_data 読み出しデータ格納用配列へのポインタ変数 データ読み出し関数 
num 受信データ数 データ読み出し関数 
ack アクノリッジ判定フラグ データ読み出し関数 
count 連続データ読み出し時のカウント用変数 データ読み出し関数 
dummy ダミーリード用変数 データ読み出し関数 
data PB2 (SCL), PB3 (SDA) からの出力レベル情報 出力レベル設定関数 
scl SCLラインからの出力レベル情報 送信データ設定関数 
sda SDAラインからの出力レベル情報 送信データ設定関数 
tx_data ポート処理による 1バイトの送信データ 1バイト送信関数 
ckbit ポート処理によるデータ送信時のクロック情報用変数 1バイト送信関数 
bit_data ポート処理による 1ビットの送信データ 1バイト送信関数 
ack_flag ポート処理により受信したアクノリッジビット アクノリッジ受信関数 
wait_cnt ソフトウェアタイマカウント数 ソフトウェアウェイト関数 
cnt ソフトウェアカウンタ用変数 ソフトウェアウェイト関数 
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5.3 レジスタ設定 
本応用例で使用するレジスタ設定を示します。なお，設定値は本タスク例において使用している値であり，
初期値とは異なります。 

 

5.3.1 クロック発振器 (CPG) の設定 
1. 周波数制御レジスタ (FRQCR) 
周波数の分周率を指定します。 
設定値: H'0241 

 
ビット ビット名 設定値 内容 

15 ― 0 リザーブビット 

14~12 IFC [2:0] 000 
内部クロック (Iφ) 周波数の分周率 
000: ×1倍，入力クロック 10MHzのとき 80MHz 

11~9 BFC [2:0] 001 
バスクロック (Bφ) 周波数の分周率 
001: ×1/2倍，入力クロック 10MHzのとき 40MHz 

8~6 PFC [2:0] 001 
周辺クロック (Pφ) 周波数の分周率 
001: ×1/2倍，入力クロック 10MHzのとき 40MHz 

5~3 MIFC [2:0] 000 
MTU2S クロック (MIφ) 周波数の分周率 
000: ×1倍，入力クロック 10MHzのとき 80MHz 

2~0 MPFC [2:0] 001 
MTU2 クロック (MPφ) 周波数の分周率 
001: ×1/2倍，入力クロック 10MHzのとき 40MHz 

 
5.3.2 低消費電力モードの設定 
1. スタンバイコントロールレジスタ 3 (STBCR3) 
低消費電力時の各モジュールの動作を制御します。 
設定値: H'7F 

 
ビット ビット名 設定値 内容 

7 MSTP15 0 0: I2C2は動作 
6 MSTP14 1 1: SCIFへのクロック供給を停止 
5 MSTP13 1 1: SCI_2へのクロック供給を停止 
4 MSTP12 1 1: SCI_1へのクロック供給を停止 
3 MSTP11 1 1: SCI_0へのクロック供給を停止 
2 MSTP10 1 1: SSUへのクロック供給を停止 

1~0 ― 11 リザーブビット 
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5.3.3 I2Cバスインタフェース 2 (I2C2) の設定 
1. I2Cバスコントロールレジスタ 1 (ICCR1) 

I2C2の動作モード，転送クロックの選択を行います 
設定値: H'B5 

 
ビット ビット名 設定値 内容 

7 ICE 1 1: 転送動作可能状態 (SCL/SDAはバス駆動状態) 
6 RCVD 0 0: ICDRRリード時次の受信動作を継続 

5 
4 

MST 
TRS 

1 
1* 

MST: マスタ/スレーブ選択 
TRS: 送信/受信選択 
10: マスタ受信モード 
11: マスタ送信モード 

3~0 CKS [3:0] 0101 
転送クロック選択 
0101: 転送レートを 400KHzに設定 (Pφ = 40MHz) 

【注】 * EEPROMへアドレス送信後 0 (受信) に切り替え 
 
2. I2Cバスコントロールレジスタ 2 (ICCR2) 
開始/停止条件の発行，SDA端子の操作，SCL端子のモニタ，I2Cコントロール部のリセット制御を行い
ます。 
設定値: H'7D 

 
ビット ビット名 設定値 内容 

7 BBSY 0* I2Cバスの占有/開放状態の確認と開始/停止条件の発行制御 
0: I2Cバス開放状態 

6 SCP 1* 開始/停止条件の発行を制御 

5 SDAO 1 
1: SDA端子出力が Highレベル (リード時) 

SDA端子出力を Hi-Zに変更 (ライト時) 

4 SDAOP 1 
SDAOライトプロテクト 
SDAOにライトする時は，本ビットに 0をライト 

3 SCLO 1 1: SCL端子出力が Highレベル (リードのみ可能) 
2 ― 1 リザーブビット 

1 IICRST 0 
IICコントロール部リセット 
1ライトで I2Cのコントロール部をリセット 

0 ― 1 リザーブビット 
【注】 * 開始条件発行: [BBSY:SCP] = b'10をライト 
  停止条件発行: [BBSY:SCP] = b'00をライト 
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3. I2Cバスモードレジスタ (ICMR) 
MSB/LSBファーストの選択，ウェイト制御，転送ビット数の選択を行います。 
設定値: H'38 

 
ビット ビット名 設定値 内容 

7 MLS 0*1 0: MSBファースト 
6 WAIT 0*2 0: データとアクノリッジを連続して転送 

5~4 ― 11 リザーブビット 

3 BCWP 1 
BCライトプロテクト 
BC [2:0]にライトする時は，本ビットに 0をライト 

2~0 BC [2:0] 000 000: 転送データビット数 9ビット (転送データ＋アクノリッジ) 
【注】 *1 I2Cバスフォーマットでの使用時，0 (MSBファースト) としてください。 
 *2 必ず 0で使用してください。 
 
4. I2Cバスインタラプトイネーブルレジスタ (ICIER) 
各種割り込み要因の許可，アクノリッジの制御を行います。 
設定値: H'04 

 
ビット ビット名 設定値 内容 

7 TIE 0 0: 送信データエンプティ割り込み要求 (IITXI) の禁止 
6 TEIE 0 0: 送信終了割り込み要求 (IITEI) の禁止 
5 RIE 0 0: 受信データフル割り込み要求 (IIRXI) の禁止 
4 NAKIE 0 0: NACK受信割り込み要求 (IINAKI) の禁止 
3 STIE 0 0: 停止条件検出割り込み要求 (IISTPI) の禁止 
2 ACKE 1 1: 受信アクノリッジが 1の場合転送を中断 
1 ACKBR 0 送信モード時アクノリッジビットの格納 (リードのみ可能) 
0 ACKBT 0 0: 受信モード時アクノリッジ 0を送信 

 
5. I2Cバスステータスレジスタ (ICSR) 
各種割り込み要求フラグ，ステータスの確認を行います。 
設定値: H'00 

 
ビット ビット名 設定値 内容 

7 TDRE 0 トランスミットデータエンプティ 
6 TEND 0 トランスミットエンド 
5 RDRF 0 レシーブデータレジスタフル 
4 NACKF 0 ノーアクノリッジ検出フラグ 
3 STOP 0 停止条件検出フラグ 
2 AL/OVE 0 アービトレーションロストフラグ/オーバランエラーフラグ 
1 AAS 0 スレーブアドレス認識フラグ 
0 ADZ 0 ゼネラルコールアドレス認識フラグ 

 
(6) I2Cバス送信データレジスタ (ICDRT) 
送信データを格納するレジスタです。 
設定値: H'FF (初期値) 

 
(7) I2Cバス受信データレジスタ (ICDRR) 
受信データを格納するレジスタです (リードのみ可能)。 
設定値: H'FF (初期値) 
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5.3.4 ピンファンクションコントローラ (PFC) の設定 
1. ポート Bコントロールレジスタ L1 (PBCRL1) 
ポート B (PB3~PB0) のマルチプレクス端子の機能を選択します。 
設定値: H'4400 

 
ビット ビット名 設定値 内容 

15 ― 0 リザーブビット 
14~12 PB3MD [2:0] 100* PB3モードビット，100: SDA入出力 (I2C2) 

11 ― 0 リザーブビット 
10~8 PB2MD [2:0] 100* PB2モードビット，100: SCL入出力 (I2C2) 

7 ― 0 リザーブビット 
6~4 PB1MD [2:0] 000 PB1モードビット，000: PB1入出力 (ポート) 

3 ― 0 リザーブビット 
2~0 PB0MD [2:0] 000 PB0モードビット，000: PB0入出力 (ポート) 

【注】 * EEPROMバス状態初期化時には，000 (汎用入出力) として使用します。 
 
2. ポート B・I/Oレジスタ (PBIORL) 
ポート Bにある端子の入出力方向を選択します。 
設定値: H'000C 

 
ビット ビット名 設定値 内容 
15~10 ― 0 リザーブビット 

9 PB9IOR 0 0: PB9は入力 
8 PB8IOR 0 0: PB8は入力 
7 PB7IOR 0 0: PB7は入力 
6 PB6IOR 0 0: PB6は入力 
5 PB5IOR 0 0: PB5は入力 
4 PB4IOR 0 0: PB4は入力 
3 PB3IOR 1 1: PB3は出力 (PBCRL1で SDA選択時は無効) 
2 PB2IOR 1 1: PB2出力 (PBCRL1で SCL選択時は無効) 
1 PB1IOR 0 0: PB1は入力 
0 PB0IOR 0 0: PB0は入力 

【注】 EEPROMバス状態初期化時に使用します。 
 



SH7080グループ 
I2C2シングルマスタ受信 (I2Cバス EEPROMのリード) 

RJJ06B0711-0100/Rev.1.00 2005.09 Page 17 of 32 

5.3.5 I/Oポートの設定 
1. ポート Bデータレジスタ L (PBDRL) 
ポート Bのデータを格納します。 
設定値: H'000C 

 
ビット ビット名 設定値 内容 
15~10 ― 0 リザーブビット 

9 PB9DR 0 0: PB9は Lowレベル状態 
8 PB8DR 0 0: PB8は Lowレベル状態 
7 PB7DR 0 0: PB7は Lowレベル状態 
6 PB6DR 0 0: PB6は Lowレベル状態 
5 PB5DR 0 0: PB5は Lowレベル状態 
4 PB4DR 0 0: PB4は Lowレベル状態 

3 PB3DR 1 1: PB3は Highレベル状態 
(EEPROMバス状態初期化時送信データを生成) 

2 PB2DR 1 1: PB2は Highレベル状態 
(EEPROMバス状態初期化時クロック信号を生成) 

1 PB1DR 0 0: PB1は Lowレベル状態 
0 PB0DR 0 0: PB0は Lowレベル状態 

【注】 EEPROMバス状態初期化時に使用します。 
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6. フローチャート 

6.1 メイン関数 

main()

FRQCR

     80MHz       40MHz
     40MHz MTU2S 80MHz
 MTU2 40MHz

EEPROM EEPROM

EEPROM EEPROM
H'0000

I2C2 I2C2

EEPROM EEPROM
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6.2 EEPROMバス状態初期化関数 

init_EEPROM()

return

3

STBCR3 I2C2

B L

PBDRL
PB2 High PB3 High

B I/O

PBIORL PB2 PB3

I2C2 I2C2

1

B L1

PBCRL1 PB2 PB3
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6.2.1 I2C2リセット関数 

reset_iic()

return

I2C

I2C2 I2C

I2C2

 

 

6.2.2 開始条件発行関数 

iic_start()

return

 PB2 SCL High PB3 SDA High

PB2 SCL PB3 SDA

 PB2 SCL High PB3 SDA High 

PB2 SCL PB3 SDA

 PB2 SCL High PB3 SDA Low 

PB2 SCL PB3 SDA

 PB2 SCL Low PB3 SDA Low 

PB2 SCL PB3 SDA

 

 

6.2.3 出力レベル設定関数 

iic_sda_out()

return

data

data

PB2 SCL PB3 SDA

PB2 SCL PB3 SDA
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6.2.4 送信データ設定関数 

iic_set()

return

 PB2 SCL Low PB3 SDA Low 

scl,sda

sda
PB3 SDA

SDA

sda == 1?

Yes

No

PB3 SDA High

PB2 SCL PB3 SDA

scl
PB2 SCL

SCL

scl == 1?

Yes

No

PB2 SCL High

B L

PBDRL

 

 



SH7080グループ 
I2C2シングルマスタ受信 (I2Cバス EEPROMのリード) 

RJJ06B0711-0100/Rev.1.00 2005.09 Page 22 of 32 

6.2.5 1バイト送信関数 

iic_bytesend()

return

 PB2 SCL Low PB3 SDA Low 

tx_data

1
ckbit > 0?

Yes

No

1

ckbit = H'80

PB2 SCL PB3 SDA

SDA

tx_data
1

 PB2 SCL Low PB3 SDA bit_data 

bit_data != 0?

Yes

No

1

PB2 SCL PB3 SDA

 PB2 SCL High PB3 SDA bit_data 

PB2 SCL PB3 SDA

0
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6.2.6 アクノリッジ受信関数 

iic_ackck()

return (ack_flag)

 PB2 SCL Low PB3 SDA

PB2 SCL PB3 SDA

 PB2 SCL High PB3 SDA

PB2 SCL PB3 SDA

PB2 SCL PB3 SDA

PB3 SDA

PB3 SDA

 PB2 SCL Low PB3 SDA

ACK

 

 

6.2.7 停止条件発行関数 

iic_stop()

return

 PB2 SCL Low PB3 SDA Low

 PB2 SCL Low PB3 SDA Low

 PB2 SCL High PB3 SDA Low

 PB2 SCL High PB3 SDA High
PB2 SCL PB3 SDA

PB2 SCL PB3 SDA

PB2 SCL PB3 SDA

PB2 SCL PB3 SDA
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6.2.8 ソフトウェアウェイト関数 

wait_timer()

return

 wait_cnt

cnt < wait_cnt?

cnt = 0

cnt ++

Yes

No
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6.3 I2C2モジュールの初期化関数 

return

init_iic()

3

STBCR3
I2C2

ACK 1

B L1

PBCRL1
SCL SDA

I2C 1

ICCR1
ICDRR

400KHz
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6.4 データ読み出し関数 

read_EEPROM()

EEPROM

BBSY 1 SCP 0

ICDRT

ICIER ACKBR

ack = 0 ACK ACK High
ack 0

EEPROM ACK

ack == 1?

Yes

No

EEPROM ACK

ACKBR != 0?

Yes

No

ack
addr , *r_data , num

TEND

TEND == 0?

Yes

No

1

1  

 



SH7080グループ 
I2C2シングルマスタ受信 (I2Cバス EEPROMのリード) 

RJJ06B0711-0100/Rev.1.00 2005.09 Page 27 of 32 

1

ICDRR

1

r_data ++

TEND = 0

TRS = 0

TDRE = 0

ACK

count = 2

ACK 0

ICDRR

num > 1?

Yes

No

count < num?

Yes

No

RDRF

RDRF == 0?

Yes

No

RDRF

RDRF == 0?

Yes

No

EEPROM ACK

ack == 1?

Yes

No

1

2

3
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0

1

ICDRR

RCVD 0

ACKBT = 1

RCVD = 1

num == 1
ICDRR

num != 1
num - 1

ACK=1
EEPROM

STOP 0

BBSY 0 SCP 0

num == 1?

Yes

No

RDRF

RDRF == 0?

Yes

No

STOP

STOP == 0?

Yes

No

2

return

3

ICDRR

r_data ++
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6.4.1 EEPROMのアドレス送信関数 

set_addr_EEPROM()

return (1)

return (0)

ICDRT EEPROM 1

ICIER ACKBR
ACK 0

I2C BBSY 0

BBSY 1 SCP 0

ICDRT

EEPROM ACK

ACKBR != 0?

No

Yes

 1
                  0

 addr

TEND

TEND == 0?

Yes

No

1

return (0)

ICIER ACKBR
ACK 0

EEPROM ACK

ACKBR != 0?

No

Yes

TDRE

TDRE == 0?

Yes

No

1
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7. ホームページとサポート窓口 
• ルネサス テクノロジホームページ 

 http://japan.renesas.com/ 
 
• カスタマサポートセンタ 

 E-mail: csc@renesas.com 
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改訂記録 

改訂内容  
Rev. 

 
発行日 ページ ポイント 

1.00 2005.09.27 — 初版発行 
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